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各学年で充実した学習活動を展開 

 
 

 

 
 

地域とともにある学校  ＜地域の協力を得て、充実した学習活動を展開＞ 

 ６月４日に５年生が田植えに挑戦しました。事前に籾まき、肥料まき等を体験させていた

だきましたが、この日は学校で大切に育ててきた苗を水田に植える日。古川伸一郎さんをは

じめ、農家やＪＡ職員など多くの方が駆けつけ、指導してくださいました。最初は汚れるこ

とを嫌がっていた子供たちでしたが、泥の冷たさや風の匂いを感じながら、田植えに夢中に

なっていく姿に変わっていきました。地域の方がたくさん集まり、学習を盛り上げてくださ

る様子を目の当たりにし、浅羽北小は地域とともにある学校であることを実感しました。 

その他にも、昼休みの紙芝居や読み聞かせ、３年生の麦の学習、４年生の福祉体験、５・

６年生家庭科のミシン指導、校庭の草刈り、スクールガードなど、保護者・地域の皆様か

ら、教育活動への御協力をいただいていることに感謝申し上げます。引き続き、皆様と連携

しながら、地域の宝物である子供たちを育てていけるとよいと思います。  

  

 

【熱中症対策とサマータイム】 

 本校では、熱中症指数計測器（右写真）を使って定期的に WBGT（熱

中症指数）の数値を計測し、運動場での体育や外遊びの中止、体育館

での激しい運動の禁止などの措置をとっていきます。また、昼休みの

外遊び中止が想定されるため、７月１日～９月 11日の期間は、昼休み

を短くするサマータイム（短縮日課）も実施していきます。 

【通学用の帽子について】 

本校では通学用の帽子として、黄色い帽子を着用していますが、保健委員会が実施した児

童向けアンケートでは「通気性が悪く、夏場は蒸れる」といった声が寄せられています。暑

い時期を迎えるにあたって、効果的に日よけや熱中症委対策が必要と考えます。そこで、通

学用帽子についてどのような物がよいか家族で考える「自由帽子期間」を以下のように設定

します。その後、アンケートや代表委員会の実施など、11 月以降の帽子着用についてどう

するか、保健委員会が中心になって検討していきます。 

【試行期間】７月１日～10 月 30日 

【試行方法】黄色い帽子に限らず、熱中症対策のできる帽子を考えて着用する。 

【日々の出来事をホームぺージで配信中！平日は毎日投稿をめざします】 

 ブックマーク登録をお願いします。 
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４年 福祉体験 

福祉協議会指導で、白杖･点

字･車いすなどを体験する。 

５年 田植え 

真剣に田植えに取り組む。食

のありがたみを実感する。 

６年 土器作り 

郷土資料館学芸員の手ほどき

で本格的な土器作りを体験。 


